
【議案第98号】

令和元年度　一般会計決算附属資料

建設部　主要な施策の成果
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　丹後町尾和地区において、通行に支障のある区内道路の改修工事を実施した。

［尾和区内道路改修整備事業］

○工事請負費

　　・尾和区内道路（5路線）　L=121ｍ 　擁壁工、側溝工

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

　基地配備の直接的な影響を受ける宇川地域において、通行に支障のある
区内道路の改修工事を行い、地域住民の安心・安全の確保を図った。

目
　
的

　米軍経ヶ岬通信所の設置に伴い、住民生活の安定に及ぼす影響の
増加に配慮し、住民生活の利便性の向上、産業の振興など一体的な
地域の発展に寄与する事業を実施する。

10,816千円

基本計画 13 高速道路網と安全な生活道路網の整備促進

細
事

01 再編交付金活用事業（繰越）

主
な
財
源

国補

予
算
科
目

項 01 総務管理費

10,816千円 12,000千円目 13 諸費

款 02 総務費 本年度決算額 最終予算額

事 07 再編交付金活用事業

再編交付金

不用額 執行率
部 建設部

1,184千円

90.1 %

(参考)当初予算額
土木課

12,000千円
課

10,400千円
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○工事請負費

十楽公園整備工事（久美浜町）　　　　A=754㎡

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

8,148千円

成
果
・
課
題

　公園を整備することにより、市民、観光客等の憩いの場としての環境づ
くりを図った。

目
　
的

　公園を整備することにより、市民、観光客等の憩いの場としての
環境づくりを推進する。

基本計画 04 滞在型観光・スポーツ観光の促進

細
事

01 観光等施設一般経費（繰越）

主
な
財
源

市債

予
算
科
目

項 01 商工費

8,148千円 10,000千円目 05 観光等施設費

款 07 商工費 本年度決算額 最終予算額

事 50 観光等施設一般経費

観光施設整備事業債（合併特例債）

不用額 執行率
部 建設部

1,852千円

81.4 %

(参考)当初予算額
土木課

10,000千円
課

7,700千円
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○需用費（消耗品費、燃料費、修繕費）

○役務費（通信運搬費、自動車保険料）

○使用料及び賃借料（有料道路通行料）

○嘱託職員報酬、共済費、費用弁償（2人） ○負担金（全国国土調査協会、京都府国土調査推進連絡協議会）

○旅費 ○公課費（自動車重量税）

　・予算要望活動、各協議会会議への出席等

○地籍調査業務委託料

　・網野町郷地区　　　　　　　　　　　　（0.14K㎡） ■令和２年度への繰越事業

地籍調査事業（5地区） 令和2年12月完了予定

　　　一筆地調査（境界立会い）、一筆地測量

　・峰山町石丸、網野町生野内、公庄地区　（1.40K㎡）

　　　一筆地調査（境界立会い）、一筆地測量

　・峰山町内記地区　　　　　　　　　（0.56K㎡）

　　　地籍簿・地籍図閲覧

○地籍調査推進員報償費（32人）

○災害補償費（公務災害補償費）

建設部
項 01 土木管理費

47,415千円 105,881千円 58,466千円
予
算
科
目

款 08 土木費 本年度決算額 最終予算額

地籍調査事業補助金（3/4）

44.7 %

目 01 土木総務費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

管理課
事 03 地籍調査事業 129,930千円

細
事

01 地籍調査事業

主
な
財
源

府補 35,353千円

基本計画 13 高速道路網と安全な生活道路網の整備促進

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

468 千円

152 千円

4 千円

目
　
的

　山陰近畿自動車道の早期整備促進と円滑な土地利用を図るため、
境界確認及び測量業務等を実施する。

成
果
・
課
題

○調査地区（峰山～網野間）の土地境界立会い及び境界点の測量等事業の進捗
が図れた。
○調査の効率化を図るため、地区の中で地籍調査の推進を行う推進委員や土地
所有者等との協力体制を築いていく必要がある。

明許繰越費を除いた最終予算額 48,181千円

千円

13

1,760

1,117

34,529 千円

3,360 千円

55 千円

957 千円

　峰山町内記地区において事業成果（地籍簿・地籍図）の閲覧、峰山～網野間
の測量基準点設置、地権者調査、一筆地調査・測量を行った。

　　　地籍図根三角測量、地権者調査、

196

57,700 千円

○地籍調査支援システム保守業務委託料、システム使用料

千円

4,713 千円

91 千円

千円

39,649 千円

千円

参考
実質的な予算執行率 98.4%
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　・峰山町矢田地区　　　　（1.36K㎡）    

○地籍調査業務委託料 　　　一筆地調査（境界立会い）、一筆地測量

　・大宮町周枳①②⑤⑥地区（1.27K㎡） 　・網野町郷地区　　　　　（0.14K㎡）

　　　地籍簿・地籍図閲覧

　・大宮町河辺②地区　　　（0.78K㎡） 　　　一筆地調査（境界立会い）、一筆地測量

　　　地籍簿・地籍図閲覧

　・峰山町新町①③地区　　（0.92K㎡） ○地籍調査推進委員報償費（34人）

　　　地籍簿・地籍図閲覧

　・峰山町荒山②③地区　　（1.11K㎡） ○需用費（消耗品費、燃料費）

　　　一筆地調査（境界立会い）、一筆地測量

　・峰山町内記地区　　　　（0.56K㎡）　　 

　　　地籍図根三角測量、地権者調査

　　　一筆地調査（境界立会い）、一筆地測量

建設部
項 01 土木管理費

124,986千円 125,000千円 14千円
予
算
科
目

款 08 土木費 本年度決算額 最終予算額

地籍調査事業補助金（3/4）　　　　　

99.9 %

目 01 土木総務費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

管理課
事 03 地籍調査事業 125,000千円

細
事

01 地籍調査事業（繰越）

主
な
財
源

府補 93,733千円

基本計画 13 高速道路網と安全な生活道路網の整備促進

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

目
　
的

　山陰近畿自動車道の早期整備促進と円滑な土地利用を図るため、
境界確認及び測量業務等を実施する。

123,539 千円

1,355 千円

92 千円

5,022 千円

4,536 千円

5,280 千円

　　　地籍図根三角測量、地権者調査

4,948 千円

32,400 千円

16,740 千円

　大宮～峰山間の事業成果（地籍簿・地籍図）の閲覧及び峰山～網野間の測量
基準点設置、地権者調査、一筆地調査・測量を行った。

成
果
・
課
題

　大宮峰山道路（大宮町森本地区～峰山町新町地区）の地籍調査が完了
し、山陰近畿自動車道の整備促進を図ることができた。

54,613 千円

　　　地籍図根三角測量、地権者調査
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[所管：管理課] [所管：管理課（国府事業推進室）]

○臨時職員共済費 ○国府事業推進経費

○臨時職員賃金 ・山陰近畿自動車道早期実現促進大会

○土木一般管理事務費 開催日：令和元年11月9日　参加人数：約450人

普通旅費・事務消耗品費・駐車場使用料・有料道路通行料等 会　場：丹後地域地場産業振興センター

○公用車維持管理費（7台） ・国府事業推進事務経費（職員旅費、有料道路等）

○市道照明等電気代

○未登記分筆登記委託料（9か所）

○道路台帳補正業務委託料

○道路台帳システム保守点検委託料 ■令和２年度への繰越事業

○道路情報通報システム保守委託料 　　・未登記分筆登記委託料（3か所） 令和2年9月完了予定

○道路関係各種協会、協議会等負担金（7機関）

部 建設部
項 01 土木管理費

11,953千円 13,893千円 1,940千円

最終予算額

86.0 %

目 01 土木総務費 (参考)当初予算額

款 08 土木費 本年度決算額 不用額 執行率

管理課

主
な
財
源

手数料

基本計画 13 高速道路網と安全な生活道路網の整備促進

目
　
的

　国及び京都府が実施する道路事業の推進並びに市道及び法定外公
共物の管理に係る経費

予
算
科
目

屋外広告物許可手数料

事 50 土木総務一般経費 18,298千円
課

590千円

府補 きょうと地域連携交付金（国府道路事業推進･市道管理事業） 700千円

細
事

01 土木総務一般経費

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

116千円

742千円 204千円

203千円

1,451千円 1,036千円

1,131千円

1,528千円

○市道管理に必要な道路台帳システムの更新、道路用地の未登記用地の整
理を行い、土木事業を推進することができた。
○促進大会の実施、国府への要望活動により、京都府による山陰近畿自動
車道先線区間のルート調査実施に結びついた。

600千円

523千円

444千円

成
果
・
課
題

1,241千円

参考
明許繰越費を除いた最終予算額 12,652千円

実質的な予算執行率 94.5%3,975千円

- 6 -



[所管：管理課] ［所管：土木課］

○市道、里道・水路、交通安全施設修繕料 ○市道維持修繕工事（2路線）

（単位：件・千円） ○市道小坂オベソ線に係る用地補償料（578㎡）

■令和2年度への繰越事業

［所管：管理課］

［所管：土木課］

・市道間人西線　ほか6路線　令和2年9月完成予定

（各市民局分…地域協働型小規模公共事業）

○市道環境整備等委託料（市道草刈）

○交通安全施設（カーブミラー、ガードレール等）整備工事

○道路パトロール経費

・作業員賃金（4人）、社会保険料、傷害保険等

・消耗品費、ごみ処理手数料、チェーンソー修繕等

○公用車維持管理費 （車検2台、修繕料、燃料費等）

建設部
項 02 道路橋梁費

127,536千円 155,585千円 28,049千円
予
算
科
目

款 08 土木費 本年度決算額 最終予算額

地域振興基金繰入金

81.9 %

目 01 道路橋梁維持費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

管理課/土木課
事 01 道路橋梁維持補修事業 112,093千円

細
事

01 市道維持補修事業

主
な
財
源

繰入金 46,000千円

市債 道路改良事業債（合併特例債） 15,300千円

基本計画 13 高速道路網と安全な生活道路網の整備促進

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

16,154千円

54千円

区分 峰山 大宮 網野 丹後

目
　
的

　市が管理する道路施設や交通安全施設の維持修繕及び沿道の草刈
作業を行い、道路利用者の安全を図る。また、道路パトロール作業
員による日常点検を実施し、損傷等の早期発見、早期修繕に努め
る。

弥栄 久美浜 管理課 計

37 繰越明許費を除いた最終予算額 129,103千円

金額 6,850 6,900 6,855 3,838 4,146 7,890 13,613

26 16 24 95 261
参考

50,092 実質的な予算執行率 98.8%

重機借上
件数 41 21 8 0 6 13 4 93

金額 932 740 297 0 329 392 57 2,747

修繕
件数 33 30

67,043千円

12,029 9,948 7,798 3,930 5,009 11,253 17,076 67,043

235

4,247 2,308 646 92 534 2,971 3,406 14,204

60 24 11 1 6 43

金額合計

7,828千円

100千円

1,038千円

・道路パトロール用携帯電話借上料　 2台

・市道浅茂川小浜線　令和2年5月完成 8,054千円

18,428千円

528千円

24,028千円

11,391千円

成
果
・
課
題

○老朽化及び経年損耗等により通行に支障が生じている道路施設の補修を
実施し、安心・安全な通行確保を図ることができた。
○道路構造物の老朽化及び経年損耗等が進行しており、引き続き日常的な
点検及び早期修繕を進めていく必要がある。

7,200千円

金額
原材料

件数 90
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○市道維持修繕工事

（峰山町安）津久田桜木線 L=30ｍ 舗装修繕

（峰山町新治）乗定中川原線 L=64ｍ 路肩修繕

（大宮町久住）久住猪尻線 L=14ｍ 側溝修繕

（久美浜町湊宮）湊宮松原線 L=4ｍ 側溝修繕

成
果
・
課
題

　老朽化及び経年損耗等により通行に支障が生じている道路施設の補修を
実施し、安心・安全な通行確保を図ることができた。

目
　
的

　市が管理する道路施設の維持修繕を行い、道路利用者の安全を図
る。

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

13,944千円

1,109千円

9,878千円

2,048千円

909千円

12,100千円道路改良事業債（合併特例債）

事 01 道路橋梁維持補修事業 14,193千円
課

本年度決算額 不用額 執行率

細
事

01 市道維持補修事業（繰越）

主
な
財
源

市債

基本計画 13 高速道路網と安全な生活道路網の整備促進

予
算
科
目

部

土木課

建設部
項 02 道路橋梁費

13,944千円 14,193千円 249千円

最終予算額

98.2 %

目 01 道路橋梁維持費 (参考)当初予算額

款 08 土木費
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○道路新設改良 ■令和2年度への繰越事業

【継続】 （峰山町荒山）五百井線 令和2年4月完成

（峰山町荒山）五百井線 L=150m 道路拡幅 （大宮町口大野）家下三号線 令和2年9月完成予定

【新規】 （丹後町袖志）袖志中央線 令和2年9月完成予定

（大宮町口大野）家下三号線 L=48m 道路拡幅 （弥栄町野中）野中小金山道線 令和2年9月完成予定

（丹後町袖志）袖志中央線 L=50m 道路新設 （久美浜町島）島下地線 令和2年9月完成予定

（久美浜町島）島下地線 L=56m 道路新設

○事務費

旅費、消耗品費、燃料費、有料道路通行料、駐車場使用料ほか

参考
繰越明許費を除いた最終予算額 13,944千円

　道路施設の新設改良事業を実施することにより、安心・安全な通行の確
保に向け進捗を図ることができた。

1,100千円 3,500千円

495千円

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

13,335千円 16,175千円

3,415千円

10,819千円 3,078千円

4,900千円

921千円 1,282千円

99.6%

成
果
・
課
題

実質的な予算執行率

2,300千円

市債 10,800千円

557千円

基本計画

目
　
的

　道路施設の新設改良工事を行い、道路の安全性と利便性を高め
る。

事 01 道路新設改良事業 42,606千円

細
事

01 道路新設改良事業

主
な
財
源

市債

道路改良事業債（過疎対策債）

13 高速道路網と安全な生活道路網の整備促進

建設部
項 02 道路橋梁費

13,892千円 30,119千円 16,227千円
予
算
科
目

款 08 土木費 本年度決算額 最終予算額

道路改良事業債（合併特例債）

46.1 %

目 02 道路橋梁新設改良費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

土木課
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○道路新設改良

【継続】

（丹後町牧ノ谷）宇川斉宮線 L=480m 道路拡幅

（久美浜町箱石）葛野箱石線 N=1基 道路照明

【新規】

（網野町網野）家の上丹治山支線 L=117m 道路改良

（久美浜町十楽）十楽町東浜線 L=42m 交差点改良

成
果
・
課
題

　道路施設の新設改良工事を実施することにより、安心・安全な通行の確
保を図ることができた。

目
　
的

　道路施設の新設改良工事を行い、道路の安全性と利便性を高め
る。

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

32,774千円

17,350千円

400千円

10,276千円

4,748千円

4,500千円

市債 道路改良事業債（過疎対策債） 27,500千円

道路改良事業債（合併特例債）

事 01 道路新設改良事業 47,129千円
課

本年度決算額 不用額 執行率

細
事

01 道路新設改良事業（繰越）

主
な
財
源

市債

基本計画 13 高速道路網と安全な生活道路網の整備促進

予
算
科
目

部

土木課

建設部
項 02 道路橋梁費

32,774千円 47,129千円 14,355千円

最終予算額

69.5 %

目 02 道路橋梁新設改良費 (参考)当初予算額

款 08 土木費
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○道路新設改良

【継続】

（網野町網野）長田妹線 L=274m 歩道設置

（大宮町善王寺）余ル部線 L=106m 道路改良 ■令和2年度への繰越事業

（久美浜町三谷）栃谷口馬地線 L=325m 道路拡幅 ・長田妹線 令和2年6月完成

○橋梁点検、修繕工事 ・余ル部線 令和2年12月完成予定

橋梁点検業務（151橋） ・呉服二箇前川原線 令和2年7月完成

橋梁補修工事（5橋） ・山根橋ほか 令和3年3月完成予定

橋梁修繕業務（5橋） ・橋梁改築負担金（十王堂橋、大橋1号橋ほか1橋）

○橋梁改築負担金 令和3年3月完成予定

（網野町下岡）十王堂橋（十王堂線）

〇備品購入費

土木積算システム用パソコン購入（サーバー機器1式、クライアント機器5式）

○事務費等

旅費、消耗品費、燃料費、有料道路通行料、データ使用料、

住民票等取得手数料、システム保守料、機器保守点検委託料

1,998千円

成
果
・
課
題

○道路施設の新設改良工事及び修繕工事を社会資本整備総合交付金を活用
し実施することにより、安心・安全な通行の確保を図ることができた。
○今後も交付金及び補助金を活用した事業を実施し、生活の利便性の向上
と、安心・安全で快適な道づくりを推進していく必要がある。

3,890千円

28,922千円 135,004千円

2,883千円

23,321千円 21,981千円

23,321千円

203,583千円

13,358千円 11,879千円

68,600千円 30,077千円

36,795千円 4,642千円

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

37,304千円
参考

繰越明許費を除いた最終予算額 135,146千円

実質的な予算執行率 99.9%

16,687千円

7,259千円

目
　
的

　社会資本整備総合交付金を活用し、道路新設改良工事及び橋梁点
検、橋梁修繕工事を行い、道路の安全性と利便性を高める。

市債 道路改良事業債（過疎対策債） 27,300千円

76,194千円

府補 きょうと地域連携交付金（橋梁長寿命化対策事業） 7,000千円

基本計画 13 高速道路網と安全な生活道路網の整備促進 市債 道路改良事業債（合併特例債） 10,600千円

事 02 社会資本整備総合交付金事業 256,729千円

細
事

01 社会資本整備総合交付金事業

主
な
財
源

国補

建設部
項 02 道路橋梁費

135,113千円 338,729千円 203,616千円
予
算
科
目

款 08 土木費 本年度決算額 最終予算額

社会資本整備総合交付金（6.05/10、5.5/10）

39.8 %

目 02 道路橋梁新設改良費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

土木課
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○道路新設改良

【継続】

（網野町網野）長田妹線 L=550m 歩道設置

（久美浜町口馬地）栃谷口馬地線 L=275m 道路拡幅

○橋梁修繕工事

（網野町切畑）上石橋

（丹後町間人）城嶋橋

（丹後町吉永）吉永中橋

（久美浜町芦原）第二芦原橋

（市内一円）補修設計（5橋）

○橋梁改築負担金

（網野町網野）福田橋（五反田東トン田線）

（網野町下岡）十王堂橋（十王堂線）

成
果
・
課
題

　道路施設の新設改良工事及び修繕工事を社会資本整備総合交付金を活用
し実施することにより、安心・安全な通行の確保を図ることができた。

25,424千円

8,898千円

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

15,655千円

2,656千円

12,999千円

72,452千円

13,075千円

23,235千円

5,475千円

10,566千円

20,101千円

34,322千円

64,447千円

市債 道路改良事業債（合併特例債） 11,600千円

43,600千円道路改良事業債（過疎対策債）

土木課

社会資本整備総合交付金（6.05/10、5.5/10）

事 02 社会資本整備総合交付金事業 125,766千円
課

土木費 本年度決算額 不用額 執行率

細
事

01 社会資本整備総合交付金事業（繰越）

主
な
財
源

国補

基本計画 13 高速道路網と安全な生活道路網の整備促進 市債

目
　
的

　社会資本整備総合交付金を活用し、道路新設改良工事及び橋梁修
繕工事を行い、道路の安全性と利便性を高める。

予
算
科
目

部 建設部
項 02 道路橋梁費

122,429千円 125,766千円 3,337千円

最終予算額

97.3 %

目 02 道路橋梁新設改良費 (参考)当初予算額

款 08
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○除雪費用内訳

○令和元年度京丹後市除雪計画《概要》 ・除雪機械維持管理費

・除雪期間　令和元年12月1日～令和2年3月15日 ・除雪作業委託料

・作業実施基準　平成29年に定めた実施基準に基づき、除雪、 ・除雪機械レンタル料

排雪作業を行う。 ・除雪機械運転技能講習受講補助金（受講者14人：1/2補助）

・除雪路線数及び延長　延べ 2,742路線、総延長 791.77km ・その他（除雪車庫維持管理費・通信運搬費・印刷製本費）

・配備除雪機械　290台（市157台、レンタル46台、業者87台）

・除雪作業委託契約相手方数　150団体（66業者、84地区）

○除雪・排雪作業出動日数内訳

建設部
項 02 道路橋梁費

152,335千円 154,576千円 2,241千円
予
算
科
目

款 08 土木費 本年度決算額 最終予算額

社会資本整備総合交付金（2/3）

98.5 %

目 03 除雪対策費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

管理課
事 01 除雪対策事業 232,290千円

細
事

01 除雪事業

主
な
財
源

国補 12,396千円

府委 府道除雪作業委託金 6,004千円

基本計画 13 高速道路網と安全な生活道路網の整備促進 府委 歩道除雪作業委託金 396千円

町　名 除雪全域出動 除雪一部出動 排雪作業

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

　除雪計画に基づき、市道及び府委託路線など関係機関、委託業者及び委託地
区と協力して速やかな除雪作業を行った。 152,335千円

36,427千円

63,970千円

51,353千円

119千円

466千円

目
　
的

　速やかな除雪作業及び大雪時の排雪作業を行うことで、積雪時に
おける円滑な道路交通を確保し、市民生活の安全・安心を確保す
る。

府委 丹後縦貫林道除雪作業委託金 790千円

弥栄町 0日     2日     0日     

網野町 0日     2日     0日     

成
果
・
課
題

久美浜町 0日     

丹後町 0日     1日     0日     

3日     0日     

峰山町 0日     2日     0日     

大宮町 0日     2日     0日     

○除雪計画に基づいた除雪作業を行い、市民生活の安全・安心に資するこ
とができた。
○引き続き委託業者及び委託地区と協力して市民生活の安全・安心に取り
組む必要がある。
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除雪機械の新規配備及び老朽化の著しい除雪機械の更新を行った。

○自治会貸与除雪機械

・久美浜町河内区（3t級）・久美浜町関区（3t級）　乗用型2台

・久美浜町橋爪区　歩行型1台

○業者貸付除雪機械

・峰山・大宮町地域（7t級）　1台

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

○積雪時の円滑な除雪を行うため、除雪機械の更新及び自治会に対する除
雪機械の新規配置を行い、冬季における安心・安全な市民生活の維持に資
することができた。
○老朽化した除雪機械の計画的な更新を進める。

目
　
的

　大型除雪機械や地区へ貸与する小型除雪機械を購入し、除雪体制
を整える。

7,563千円

10,528千円

18,000千円

基本計画 13 高速道路網と安全な生活道路網の整備促進

細
事

02 除雪機械等整備事業

主
な
財
源

市債

予
算
科
目

(参考)当初予算額
管理課

事 01 除雪対策事業 23,500千円
課

款 08 土木費 本年度決算額 最終予算額

項 02 道路橋梁費

18,091千円 18,092千円目 03 除雪対策費

除雪機械等整備事業債（過疎対策債）

不用額 執行率
部 建設部

1千円

99.9 %

- 14 -



○急傾斜地崩壊対策事業負担金（施工個所：３か所） ○土砂対策（急傾斜）事業負担金

・丹後町平地区（平成27年度～令和2年度） ・網野町小浜地区（平成28年度～令和3年度）

　　総事業費：100,000千円 　　総事業費：60,000千円

　　事業内容：法面工 　　事業内容：法面工

　　市負担金：5,000千円（100,000千円×5％） 　　市負担金：6,000千円（60,000千円×10％）

・網野町小浜地区（平成28年度～令和3年度）

　　総事業費：100,000千円

　　事業内容：法面工

　　市負担金：10,000千円（100,000千円×10％）

・大宮町谷内地区（令和元年度～）

　　総事業費：30,000千円

　　事業内容：詳細測量、詳細設計、地質調査

　　市負担金：3,000千円（30,000千円×10％）

急傾斜地崩壊対策事業債（合併特例債）

不用額 執行率
部 建設部

0千円

100.0 %

(参考)当初予算額
管理課

18,000千円
課

22,800千円

款 08 土木費 本年度決算額 最終予算額

事 01 急傾斜地崩壊対策事業

基本計画 10 地域ぐるみによる消防・救急・防災体制の充実

細
事

01 急傾斜地崩壊対策事業

主
な
財
源

市債

予
算
科
目

項 03 河川費

24,000千円 24,000千円目 01 河川総務費

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

○急傾斜地崩壊対策事業を実施することにより、災害等による急傾斜の崩
壊を未然に防ぐことができた。
○京都府が策定した優先度評価による中長期整備計画に基づき、計画的に
事業を実施していく必要がある。

目
　
的

　急傾斜地の崩壊を未然に防止し、安全・安心を確保するため、京
都府が実施する急傾斜地崩壊対策事業の費用の一部を負担する。

18,000千円 6,000千円
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[所管：管理課] ［所管：土木課］

○河川維持修繕 ○河川維持工事

・（大宮町周枳）鶴川護岸修繕 ・（峰山町新治）奥山川　L=135m　浚渫工

・（大宮町五十河）五十河護岸修繕 ・（峰山町新町）田久谷川　L=455m　浚渫工

・（丹後町久僧）池田川スクリーン修繕 ・（弥栄町芋野）居地川　L=6m　護岸工

・（丹後町遠下）老谷川護岸修繕 ・（丹後町袖志）中川　L=160m　浚渫工、護岸工　

・（丹後町袖志）西川土砂撤去

・（弥栄町吉沢）加藤岡川護岸修繕

○河川環境整備委託料（府管理河川）

　委託先：自治区、作業単価：25円/㎡ （単位：団体、千円）

■令和2年度への繰越事業

・（丹後町袖志）中川　令和2年5月完成

○市管理河川草刈委託料

　委託先：自治区等、作業単価：25円/㎡ （単位：団体、千円）

○湯川放水路樋門管理委託料（網野町木津地区）

建設部
項 03 河川費

66,955千円 71,436千円 4,481千円
予
算
科
目

款 08 土木費 本年度決算額 最終予算額

河川環境整備委託金（10/10）

93.7 %

目 02 河川維持費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

管理課
事 01 河川維持管理事業 66,751千円

細
事

01 河川維持補修事業

主
な
財
源

府委 52,000千円

府委 湯川放水路樋門管理委託金（10/10） 183千円

基本計画 10 地域ぐるみによる消防・救急・防災体制の充実

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

1,523千円 11,959千円

825千円 729千円

80千円 6,053千円

66千円 2,647千円

目
　
的

　河川の除草を行うことで河川環境及び景観を保全し、通水断面の
確保とともに通水等に支障が生じている河川施設の維持修繕を行
い、浸水被害、事故等の発生を未然に防止する。

87千円 2,530千円

169千円

296千円

委託先 18 11 14 11 13 47 114

町　名 峰山町 大宮町 網野町 丹後町 弥栄町

22,770 52,000

1,289千円

参考
繰越明許費を除いた最終予算額 67,033千円

52,000千円 実質的な予算執行率 99.9%

久美浜町 合　計

4,403千円

成
果
・
課
題

○河川に繁茂する雑草の除去及び護岸修繕や堆積土砂の浚渫等を行い、河
川環境の保全及び浸水被害・事故等の未然防止に資することができた。
○河川の草刈り作業に従事する区民の高齢化等により、作業の実施が困難
な地区があるため、実施体制等について京都府と検討していく必要があ
る。

久美浜町 合　計

4 20

461 1,289

184千円

金　額 394 154

金　額 5,303 3,815 1,415 8,933 9,764

133 50 97

町　名 峰山町 大宮町 網野町 丹後町 弥栄町

委託先 6 2 5 1 2
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○河川維持工事

（峰山町矢田）中川 L=94ｍ 浚渫工

（峰山町久次）宮谷川 L=60ｍ 浚渫工

（網野町塩江）不動川 L=20ｍ 浚渫工

成
果
・
課
題

　河川内の堆積土砂を浚渫することにより、浸水被害・災害等の未然防止
に資することができた。

目
　
的

　通水等に支障が生じている河川施設の維持修繕を行い、浸水被害
の発生を未然に防止する。

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

3,029千円

1,522千円

1,215千円

292千円

土木課
事 01 河川維持管理事業 3,599千円

課

土木費 本年度決算額 不用額 執行率

細
事

01 河川維持補修事業（繰越）

主
な
財
源

基本計画 10 地域ぐるみによる消防・救急・防災体制の充実

予
算
科
目

部 建設部
項 03 河川費

3,029千円 3,030千円 1千円

最終予算額

99.9 %

目 02 河川維持費 (参考)当初予算額

款 08
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○河川改修工事

【継続】

（網野町三津）尺田川 L=41ｍ 河川改修

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

2,137千円

2,137千円

成
果
・
課
題

　河川施設の改修工事を実施することにより、浸水被害、災害等の発生の
未然防止を図ることができた。

目
　
的

　通水等に支障が生じている河川施設の改修工事を行い、浸水被
害、事故等の発生を未然に防止する。

基本計画 10 地域ぐるみによる消防・救急・防災体制の充実

細
事

01 河川改修事業

主
な
財
源

予
算
科
目

(参考)当初予算額
土木課

事 01 河川改修事業 80,200千円
課

款 08 土木費 本年度決算額 最終予算額

項 03 河川費

2,137千円 2,138千円目 03 河川新設改良費

不用額 執行率
部 建設部

1千円

99.9 %
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［逓次繰越分］

　○河川改修工事

　【継続】

　（大宮町周枳）鶴川 L=79ｍ 護岸整備

［明許繰越分］

　○河川改修工事

　【継続】

　（峰山町赤坂）大糸川 付帯工

　（網野町三津）尺田川 L=41ｍ

河川改修（函渠工）

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

　河川施設の改修工事を実施することにより、浸水被害、災害等の発生の
未然防止を図ることができた。

目
　
的

　通水等に支障が生じている河川施設の改修工事を行い、浸水被
害、事故等の発生を未然に防止する。

27,046千円

22,423千円

279千円

27,325千円

基本計画 10 地域ぐるみによる消防・救急・防災体制の充実

細
事

01 河川改修事業（繰越）

主
な
財
源

市債

予
算
科
目

項 03 河川費

49,748千円 51,045千円目 03 河川新設改良費

款 08 土木費 本年度決算額 最終予算額

事 01 河川改修事業

河川整備事業債（合併特例債）

不用額 執行率
部 建設部

1,297千円

97.4 %

(参考)当初予算額
土木課

50,476千円
課

47,000千円
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都市計画業務（事業）を推進する上で必要な事務を実施した。

○用途地域指定検討業務委託料

用途地域検討業務

○都市計画関連団体会費（4団体）

○工事費

久美浜一区街なみ環境整備　街路灯移設工事

○その他事務の経費

職員旅費、書籍代、有料道路通行料など

久美浜一区街なみ整備施設管理費（公園水道代、街路灯保険料）

都市計画総務費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

基本計画 12 快適な都市空間の形成

目
　
的

建設部
項 04 都市計画費

7,240千円 7,272千円 32千円
予
算
科
目

款 08 土木費 本年度決算額 最終予算額

土地利用規制対策費交付金

99.5 %

目 01

　都市計画マスタープランを推進するため、用途地域を指定する業
務を進める。また、都市計画審議会の運営及び都市計画に係る事務
を円滑に進める。

事 50 都市計画総務一般経費 8,476千円

細
事

01 都市計画総務一般経費

主
な
財
源

府補

都市計画
・建築住宅課

51千円

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

6,930千円

63千円

成
果
・
課
題

○既存建物の用途を把握し、用途地域案の検討を進めた。
○都市計画マスタープランに基づき、土地利用計画及び都市基盤整備を進
める必要がある。

54千円

193千円
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○工事請負費

・護岸維持工事（風呂川）　　L=25.8m

○網野ポンプ施設維持管理経費

・電気、水道代

・修繕料

・監視装置電話回線、メール配信

・自家用電気工作物保安管理委託

・自家発電機燃料更新

・機械設備等点検委託

・その他（保険料、ゴミ処理代、消耗品費）

○網野都市下水路維持管理経費

・堆積土除去業務

・草刈等業務

・小栓川用地賃借料

建設部
項 04 都市計画費

13,685千円 13,812千円 127千円
予
算
科
目

款 08 土木費 本年度決算額 最終予算額

都市下水路占有料

99.0 %

目 02 都市下水路費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

都市計画
・建築住宅課事 01 都市下水路等維持管理事業 16,600千円

細
事

01 都市下水路等維持管理事業

主
な
財
源

使用料 145千円

基本計画 12 快適な都市空間の形成

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

　網野都市下水路ポンプ施設等の点検及び修繕を実施するとともに、風呂川の
護岸維持工事を実施した。

1,299千円

1,299千円

10,180千円

目
　
的

　災害に強いまちづくりを推進するため、都市下水路施設の維持管
理を行い、住宅等への浸水被害を防止する。

917千円

150千円

1,965千円

4,757千円

2,001千円

284千円

106千円

2,206千円

成
果
・
課
題

　網野ポンプ施設の修繕工事等を実施し、安定稼動を確保した。また、風
呂川の維持工事により護岸の保全に努めた。

2,033千円

163千円

10千円
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○小栓川排水区整備事業

・小栓川雨水ポンプ場建設工事委託

・小栓川雨水幹線整備工事（補償調査費等）

○京丹後市ストックマネジメント計画策定（雨水分）

・京丹後市ストックマネジメント策定業務委託

○事務費（旅費、消耗品費、燃料費、有料道路通行料）

■令和2年度への繰越事業

・小栓川雨水ポンプ場建設工事委託 令和2年6月完成

・小栓川雨水幹線整備工事 令和3年3月完成予定

成
果
・
課
題

　網野町地内の小栓川排水区において、浸水被害軽減に向けて雨水ポンプ
場建設及び雨水幹線整備を進めることができた。

205,474千円

169,900千円

35,574千円

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

66,526千円

59,100千円

7,426千円

2,234千円

522千円

参考
繰越明許費を除いた最終予算額 69,376千円

実質的な予算執行率 99.9%

32,563千円

市債 都市下水路整備事業債（合併特例債） 30,800千円

土木課

浸水対策下水道事業費補助金（5／10）

事 02 内水処理対策事業 215,850千円
課

土木費 本年度決算額 不用額 執行率

細
事

01 内水処理対策事業

主
な
財
源

国補

基本計画 10 地域ぐるみによる消防・救急・防災体制の充実

目
　
的

　社会資本整備総合交付金を活用し、公共下水道浸水対策事業を実
施することにより、内水による浸水被害の発生を未然に防止する。

予
算
科
目

部 建設部
項 04 都市計画費

69,282千円 274,850千円 205,568千円

最終予算額

25.2 %

目 02 都市下水路費 (参考)当初予算額

款 08
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○小栓川排水区整備事業

・小栓川雨水ポンプ場建設工事委託

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

294,546千円

294,546千円

成
果
・
課
題

　網野町地内の小栓川排水区において、浸水被害軽減に向けて雨水ポンプ
場建を進めることができた。

目
　
的

　社会資本整備総合交付金を活用し、公共下水道浸水対策事業を実
施することにより、内水による浸水被害の発生を未然に防止する。

145,908千円

市債 都市下水路整備事業債（合併特例債） 141,200千円

基本計画 10 地域ぐるみによる消防・救急・防災体制の充実

細
事

01 内水処理対策事業（繰越）

主
な
財
源

国補

予
算
科
目

(参考)当初予算額
土木課

事 02 内水処理対策事業 294,546千円
課

款 08 土木費 本年度決算額 最終予算額

項 04 都市計画費

294,546千円 294,546千円目 02 都市下水路費

浸水対策下水道事業費補助金（5／10）

不用額 執行率
部 建設部

0千円

100.0 %
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○工事請負費

・京丹後夢球場ラバーフェンス改修工事

・八丁浜シーサイドパーク朝日公園四阿解体工事

○峰山途中ケ丘公園・峰山総合公園維持管理経費 ・八丁浜シーサイドパーク改修等

・指定管理委託料 （朝日公園フェンス改修、飛砂防止柵撤去等）

・用地賃借料（借上面積：1,995㎡）

・修繕料（峰山総合公園屋外トイレほか）

・その他（備品処分費、看板電気代、保険料ほか）

■令和2年度への繰越事業

○八丁浜シーサイドパーク維持管理経費 ・八丁浜シーサイドパーク改修等 令和2年12月完了予定

・指定管理委託料 （朝日公園ﾌｪﾝｽ改修、飛砂防止柵撤去等、施設塗装、飛砂防止柵設置等）

・修繕料（遊具、四阿修繕）

・その他（保険料）

（参考）都市公園利用状況

施設名 利用数 施設名 利用数

参考
繰越明許費を除いた最終予算額 64,866千円

実質的な予算執行率 99.9%

建設部
項 04 都市計画費

64,861千円 114,536千円 49,675千円
予
算
科
目

款 08 土木費 本年度決算額 最終予算額

都市公園占有料

56.6 %

目 03 公園費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

都市計画
・建築住宅課事 01 公園等指定管理運営事業 56,248千円

細
事

01 都市公園等維持整備事業

主
な
財
源

使用料 14千円

使用料 都市公園使用料 63千円

基本計画 12 快適な都市空間の形成 市債 都市公園整備事業債（合併特例債） 10,300千円

7,150千円

30,804千円

202千円主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

　指定管理による、適切な施設管理や利用者サービスの提供を行った。
14,549千円

6,860千円

539千円

32,756千円

目
　
的

　都市公園を適正に維持管理し、市民が快適で安全・安心に利用で
きるようにする。

市債 過疎地幾自立促進特別事業債（過疎対策債） 34,000千円

1,510千円

240千円

峰山途中ケ丘公園 17,521人 八丁浜シーサイドパーク 38,915人

15,850千円

1,663千円

43千円

成
果
・
課
題

○都市公園の維持管理を適正に実施し、利用者の安全で安心な利用に資す
ることができた。
○八丁浜シーサイドパークの遊具や四阿の修繕等を進めるとともに峰山総
合公園の屋外トイレの修繕や京丹後夢球場ラバーフェンス等を改修し利用
者の安全性や利便性を確保した。

17,556千円

峰山総合公園 25,224人

49,670千円

八丁浜有料駐車場 8,116台
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○雨水貯留槽設置補助金

・雨水貯留槽設置補助金（2基）

※補助率　：4分の3（上限：45,000円）

※対象区域：網野町網野、浅茂川、下岡の一部区域
主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

90千円

成
果
・
課
題

　地域住民による雨水の流出抑制のため、雨水貯留施設の設置に対して助
成することにより、浸水被害の軽減が図ることができた。

目
　
的

　豪雨時の雨水の流出を抑制して内水による浸水被害を軽減するた
め、雨水貯留槽の設置者に対し補助金を交付する。

30千円

基本計画 10 地域ぐるみによる消防・救急・防災体制の充実

細
事

01 雨水貯留槽設置事業補助金

主
な
財
源

府補

予
算
科
目

(参考)当初予算額
土木課

事 02 雨水貯留槽設置事業 450千円
課

款 08 土木費 本年度決算額 最終予算額

項 04 都市計画費

90千円 90千円目 04 下水道整備費

雨水貯留施設設置事業費補助金（1/3）

不用額 執行率
部 建設部

0千円

100.0 %
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○その他

○修繕、環境整備 消耗品費、保険料ほか

・退去及び維持修繕（94件）

・草刈、雑木伐採等

○清掃保守点検

浄化槽検査、消防設備点検、貯水槽清掃点検

○土地借上料（市営住宅7団地）

用地借上面積：11,026.39㎡

○工事設計委託料

・御陵団地給水設備等改修実施設計

○工事請負費

・成願寺南団地外壁改修工事

課
都市計画
・建築住宅課事 02 市営住宅維持管理事業 24,273千円

279千円

98.6 %

目 01

項 05 住宅費

21,026千円 21,305千円

款 08 土木費 本年度決算額 最終予算額

住宅管理費 (参考)当初予算額

1,156千円

基本計画 14 安全でうるおいのある住環境の形成 市債 市営住宅改修事業債（公営住宅建設事業債） 1,300千円

予
算
科
目

細
事

01 市営住宅維持管理事業

主
な
財
源

使用料 市営住宅使用料現年度分 10,043千円

国補 社会資本整備総合交付金（1/2）

不用額 執行率
部 建設部

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

864千円

857千円

目
　
的

　公営住宅と特定公共賃貸住宅を適正に維持管理し、良好な住宅の
提供により生活の安定と社会福祉の増進を図る。

成
果
・
課
題

○成願寺南団地外壁工事及び、御陵団地改善工事にかかる実施設計業務を
実施し、良好な住宅提供及び安心安全な住環境の推進が図れた。
○公営住宅ストック総合活用計画に基づき、住宅の改善等を推進する必要
がある。

　特定公共賃貸住宅4戸を含む市営住宅371戸の住居や共用施設に係る維持
管理を行った。

6,274千円

7,131千円

201千円

2,796千円

2,310千円

7,724千円
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○相続財産管理人制度活用による流通促進事業（1件）

・予納金

・手続に係る経費（官報掲載料等）

○空家等基礎調査経費（著作物使用料）

○老朽危険空家等除却費補助金（2件）

○その他事務の経費等

・旅費（職員）、有料道路通行料

・緊急安全措置用品・関係書籍等購入費

建設部
項 05 住宅費

1,079千円 1,136千円 57千円
予
算
科
目

款 08 土木費 本年度決算額 最終予算額

社会資本整備総合交付金（1/2）

94.9 %

目 01 住宅管理費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

都市計画
・建築住宅課

基本計画 14 安全でうるおいのある住環境の形成

事 04 空家等対策事業 2,439千円

細
事

01 空家等対策事業

主
な
財
源

国補 166千円

諸収入 相続財産管理人予納金返還金 600千円

5千円

51千円

333千円

目
　
的

　空家等対策計画に基づく施策を推進し、市民の安全・安心の確
保、生活環境の保全及び空家等の活用促進を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

　事前指導等や除却費補助により老朽危険空家の除却や所有者不明空家の流通
を促進した。

605千円

600千円

90千円

40千円

成
果
・
課
題

○空家等の除却、所有者不明空家の流通を促進した。
○計画及び条例に基づき、空家等の管理促進、活用促進、特定空家等の対
処を実施し、増加の抑制をしていく必要がある。

50千円
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棟数：3棟

○修繕料（樋金物交換、外壁シーリング等）

○火災保険料・浄化槽検査手数料

部 建設部
項 05 住宅費

292千円 334千円 42千円

最終予算額

87.4 %

目 01 住宅管理費 (参考)当初予算額

款 08 土木費 本年度決算額 不用額 執行率

細
事

01 久僧定住促進住宅維持管理事業

主
な
財
源

使用料

基本計画 14 安全でうるおいのある住環境の形成

予
算
科
目

都市計画
・建築住宅課事 05 久僧定住促進住宅維持管理事業 334千円

課

34千円

273千円

成
果
・
課
題

市営住宅使用料現年度分

○住宅の維持修繕を行い、住宅の保全管理を図り、入居者へ良好な住宅環
境を提供することができた。
○当該住宅は、建築後19年が経過しており、定期的な修繕を行いながら施
設の適正な維持管理を図る必要がある。

目
　
的

　丹後町定住促進住宅久僧団地の適切な維持管理を図り、丹後町宇
川地域の定住を促進する。

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

丹後定住促進住宅の適切な維持管理に努めた。

258千円
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市営住宅の家賃算定や入居、退去等に係る事務を実施した。 ○その他事務経費

職員旅費、公営住宅書籍代、有料道路通行料等

○市営住宅入居者選考委員会の開催（3回）

・委員報酬 （4千円×延べ20人）（4千円×延べ20人）（4千円×延べ20人）（4千円×延べ20人）

・費用弁償

※委員数8人（報酬支払い対象7人）

○各種システム保守委託

・公営住宅総合管理システム保守委託料

○建築事業事務経費

・建築積算ソフトウェア借上料

・単価データー使用料

・建築関係書籍、講習会負担金等

・営繕積算用パソコンOSアップグレード

市営住宅使用料現年度分

不用額 執行率
部 建設部

59千円

96.2 %項 05 住宅費

1,503千円 1,562千円目 01 住宅管理費

款 08 土木費 本年度決算額 最終予算額

(参考)当初予算額 都市計画
・建築住宅課事 50 住宅一般経費 1,404千円

課

1,216千円

基本計画 14 安全でうるおいのある住環境の形成

細
事

01 住宅一般経費

主
な
財
源

使用料

予
算
科
目

目
　
的

　住宅困窮者への住宅提供のため、市営住宅の入居募集及び既入居
者の適切な管理事務を行う。

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

313千円

90千円

80千円

10千円

149千円

951千円

364千円

120千円

成
果
・
課
題

　市営住宅空家入居募集を9回行うとともに特定公共賃貸住宅3戸を含む市
営住宅285戸の入居管理と運営ができた。

221千円

246千円
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○民間施設ブロック塀除却費補助金

　　公道に面して設置されているコンクリートブロック塀で、地盤面から

　　60cmを超え、建築基準法施行令に定める基準に適合しないもの

○事務費（職員旅費、有料道路通行料） 　　を除却する工事が対象。

　　除却工事に要した費用の4分の3の額（上限150千円）

○需用費（消耗品費）

○木造住宅耐震診断委託料

　　昭和56年以前の旧耐震基準で建てられた木造住宅の耐震性を判定する。

　　消費税増税前：診断料53千円（市50千円、申請者3千円）

　　消費税増税後：診断料55千円（市52千円、申請者3千円）

○木造住宅耐震改修補助金

　　昭和56年以前の旧耐震基準で建てられた木造住宅で、耐震診断の

　　結果、地盤と基礎を除く上部構造評点が1.0未満のものが対象。

　　改修に要した費用の5分の4を補助。（上限1,000千円）

部 建設部
項 05 住宅費

2,857千円 2,962千円 105千円

最終予算額

96.4 %

目 03 住宅耐震事業費 (参考)当初予算額

款 08 土木費 本年度決算額 不用額 執行率

都市計画
・建築住宅課6,862千円

課

細
事

01 住宅･建築物耐震改修等事業

主
な
財
源

国補

基本計画 14 安全でうるおいのある住環境の形成

目
　
的

　昭和56年以前の旧耐震基準で建てられた木造住宅の耐震診断・耐
震改修等を推進し、地震による建物等の倒壊から住民の生命・財産
を守るとともに減災を図る。

予
算
科
目

事 01 住宅･建築物耐震改修等事業

1,414千円

府補 建築物耐震改修等事業費補助金（1/4） 705千円

建築物耐震改修等事業費補助金（1/2）

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

　国の「建築物の耐震化緊急対策方針」を受け、昭和56年以前の木造住宅の
耐震診断や耐震改修に係る費用の助成を行った。また、公道に面して設置され
ているコンクリートブロック塀で、基準不適合のものを除却する費用の補助を
行った。

18件実施 1,470千円

11千円

18千円

50千円×3件、52千円×4件 358千円

1,000千円×1件 1,000千円

成
果
・
課
題

○耐震診断士派遣や耐震改修工事、地震による倒壊の危険があるブロック
塀の除却により、市民の安全・安心な住まい整備とともに安全確保が図れ
た。
○耐震改修等について制度周知を進め、引き続き旧耐震基準で建てられた
木造住宅の耐震化を促進していく必要がある。
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○維持管理費

消耗品費、光熱水費等

○アメニティー久美浜公園管理委託料

草刈業務、芝生管理、トイレ清掃

（面積内訳）

京都府 10,575.29㎡

京丹後市 17,579.10㎡

2,247千円

2,547千円

アメニティー久美浜管理委託金

不用額 執行率
部 建設部

06 港湾費 99.8 %

款 08 土木費 本年度決算額 最終予算額

管理課
事 01 ｱﾒﾆﾃｨｰ久美浜管理事業 2,552千円

課
目 01 港湾総務費 (参考)当初予算額2,552千円 5千円

項

1,598千円

基本計画 05 次世代への美しい自然環境の継承

細
事

01 ｱﾒﾆﾃｨｰ久美浜管理事業

主
な
財
源

府委

予
算
科
目

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

　アメニティー久美浜公園の適正な管理により、市民や観光客へ憩いの場
を提供し、地域活性化に寄与した。

目
　
的

　アメニティー久美浜公園を適正に管理し、市民及び観光客へ憩い
の場を提供する。

　アメニティー久美浜（全体面積28,154.39㎡）
　　京都府と京丹後市が整備した施設を一体的に管理しているものであり、
　京都府施設の管理に係る経費については、京都府から委託金を受ける。

300千円
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○久美浜港湾清掃業務委託料

・実施地区：湊宮、葛野、長柄、浦明、神崎、西本町、十楽

※港湾隣接地区へ委託し実施

○十楽埋立地管理委託料（草刈作業）

○全国海岸協会負担金

○京都府海岸協会負担金

○日本港湾協会負担金

70千円

50千円

1,243千円

海岸漂着物地域対策推進事業補助金（10/10）

不用額 執行率
部 建設部

33千円

97.8 %項 06 港湾費

1,480千円 1,513千円目 01 港湾総務費

款 08 土木費 本年度決算額 最終予算額

(参考)当初予算額
管理課

事 50 港湾総務一般経費 1,513千円
課

1,242千円

基本計画 05 次世代への美しい自然環境の継承

細
事

01 港湾総務一般経費

主
な
財
源

府補

予
算
科
目

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

○京都府から受託した久美浜港湾内の清掃業務において、港湾に隣接して
いる自治会等へ再委託し、港湾の環境保全を図ることができた。
○豪雨時等に河川から港湾に流れ込む大量の漂着ゴミ等の堆積に対して
も、引き続き、緊急対応ができるよう京都府に要望していく。

目
　
的

　久美浜港湾の漂着ゴミ等の清掃業務を行い、港湾環境及び景観を
保全する。

87千円

30千円
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○公共土木施設災害復旧事業費 ■令和2年度への繰越事業（令和3年3月完成予定）

（金額単位：千円） ・補助災害110か所、単独災害18か所

○事務費等

　　時間外・休日勤務手当、旅費、消耗品費、有料道路通行料、

　　ソフトウェア使用料ほか

1,131千円

成
果
・
課
題

○台風・豪雨により被災した公共土木施設を復旧することにより、施設の
機能回復を図ることができた。
○引き続き復旧事業を実施し、道路の安全な通行の確保と河川の機能回復
を図る必要がある。参考

繰越明許費を除いた最終予算額 457,981千円

実質的な予算執行率 99.5%

73 202,738

河川 77 249,761 4 2,116 81 251,877
合計

道路 67 200,525 6 2,213

71 202,027

河川 77 249,761 3 1,731 80 251,492

2 711

河川 － － 1 385 1 385

工事設計
委託料

道路 － － 2 711

工事請負費
道路 67 200,525 4 1,502

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

454,615千円 326,000千円

区分
補助災害復旧事業 単独災害復旧事業 合計

箇所数 金額

目
　
的

　平成29年及び平成30年に発生した台風・豪雨により被災した公
共土木施設（道路・河川）を早期に復旧することにより、道路の安
全な通行の確保と河川の機能回復を図る。

箇所数 金額 箇所数 金額

237,584千円

市債 公共土木施設災害復旧事業債 121,000千円

基本計画 10 地域ぐるみによる消防・救急・防災体制の充実

事 01 公共土木施設災害復旧事業 742,981千円

細
事

01 公共土木施設災害復旧事業

主
な
財
源

国負

建設部
項 02 公共土木施設災害復旧費

455,746千円 783,981千円 328,235千円
予
算
科
目

款 11 災害復旧費 本年度決算額 最終予算額

公共土木施設災害復旧事業費負担金（66.7/100）

58.1 %

目 01 公共土木施設災害復旧費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

土木課
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○公共土木施設災害復旧事業費 ○事務費等（時間外・休日勤務手当）

（金額単位：千円）

○補償金

物件移転補償（関三原線）

成
果
・
課
題

　台風・豪雨により被災した公共土木施設を復旧することにより、施設の
機能回復を図ることができた。

合計

道路 9 66,470 96 25,845

その他 － － 12 8,168 12 8,168

269千円

7 36,122 65 26,945 72 63,067

工事請負費
道路 9 66,470 1 173

105 92,315

河川

10 66,643

河川 7 36,122 － － 7 36,122

－ － 9 9,504 9 9,504

8,168

工事設計
委託料

道路 － － 2 1,112 2 1,112

河川

その他 － － 12 8,168 12

修繕料

道路 － － 93 24,560 93 24,560

河川 － － 56 17,441 56 17,441主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

163,550千円 3,530千円

区分
補助災害復旧事業 単独災害復旧事業 合計

箇所数 金額

目
　
的

　平成30年に発生した台風・豪雨により被災した公共土木施設（道
路・河川）を早期に復旧することにより、道路の安全な通行の確保
と河川の機能回復を図る。

箇所数 金額 箇所数 金額

61,752千円

市債 公共土木施設災害復旧事業債 34,600千円

基本計画 10 地域ぐるみによる消防・救急・防災体制の充実

事 01 公共土木施設災害復旧事業 202,454千円

細
事

01 公共土木施設災害復旧事業（繰越）

主
な
財
源

国負

建設部
項 02 公共土木施設災害復旧費

167,349千円 202,454千円 35,105千円
予
算
科
目

款 11 災害復旧費 本年度決算額 最終予算額

公共土木施設災害復旧事業費負担金（66.7/100）

82.6 %

目 01 公共土木施設災害復旧費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

土木課
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○工事請負費（補助災害復旧事業）

（道路）藤木藤山線ほか25か所

（河川）西谷川ほか36か所

○補償金

物件移転補償（笹倉川）　　久美浜町布袋野地内

成
果
・
課
題

　台風・豪雨により被災した公共土木施設を復旧することにより、施設の
機能回復を図ることができた。

目
　
的

　平成29年に発生した台風・豪雨により被災した公共土木施設（道
路・河川）を早期に復旧することにより、道路の安全な通行の確保
と河川の機能回復を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

322,304千円

161,575千円

160,729千円

過年発生公共土木施設災害復旧事業 338,225千円
課

100千円

土木課

公共土木施設災害復旧事業費負担金（66.7/100） 151,325千円

市債 公共土木施設災害復旧事業債 59,400千円

災害復旧費 本年度決算額 不用額 執行率

細
事

01 過年発生公共土木施設災害復旧事業（繰越）

主
な
財
源

国負

基本計画 10 地域ぐるみによる消防・救急・防災体制の充実

予
算
科
目

事 02

部 建設部
項 02 公共土木施設災害復旧費

322,404千円 338,225千円 15,821千円

最終予算額

95.3 %

目 01 公共土木施設災害復旧費 (参考)当初予算額

款 11
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＜補助事業実施海岸＞

○海岸漂着物処理手数料

＜市外処理施設における海岸漂着物処理量＞

○環境保全負担金（廃棄物受入先）

○海岸漂着物回収処理委託料（地元区・地元団体）

　・海岸漂着物回収処理委託料（府管理海岸）

　・海岸漂着物回収処理委託料（市管理海岸）

5,095千円

3,479千円

247千円

8,574千円

成
果
・
課
題

○市内17海岸で海岸清掃を行い、景観保護と環境保全を行うことができ
た。
○事業継続と財源確保に向けて、引き続き、国及び府に対して支援を求め
ていく必要がある。

262,080 上向下向海岸、尾和海岸、岩田海岸、此代海岸 府 管理課

区　　分 処理量（kg） 琴引浜（遊・掛津） 市

令和元年台風19号による災害廃棄物 15,120 砂方漁港海岸、竹野海岸、中浜海岸、袖志海岸 市

久美浜
箱石湊宮葛野海岸 府

観光振興課

蒲井東海岸 市

網野
浜詰海岸、浅茂川海岸、小浜海岸

丹後

後ヶ浜海岸、上野平海岸、久僧海岸 府

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

　京都府の補助事業を活用して地元区等に海岸清掃を委託し、海岸の清掃保持
と良好な景観を維持するとともに、回収した海岸漂着物を市外で処理すること
で、最終処分場の埋立量の抑制を図った。 地域 海岸名 管理 担当課

府

合　　計

目
　
的

　海岸における良好な景観及び環境の保全を図るため、京都府の補
助事業を活用し、地区等に委託して海岸漂着物等の回収・処理を行
い、海岸漂着物対策を推進する。

17,948千円

海岸漂着物 246,960

248千円

府補 海岸漂着物地域対策推進事業補助金（8/10～10/10） 24,448千円

事 08 海岸漂着物対策推進事業 27,731千円

細
事

01 海岸漂着物対策推進事業【再掲】

主
な
財
源

国補

基本計画 05 次世代への美しい自然環境の継承

市民環境部
項 01 保健衛生費

26,769千円 26,777千円 8千円
予
算
科
目

款 04 衛生費 本年度決算額 最終予算額

災害廃棄物処理事業補助金（1/2）

99.9 %

目 07 環境衛生費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

生活環境課
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○第3種公認陸上競技場改修整備 ○その他経費

・陸上競技場改修工事（令和元年度前払金） ・旅費（先進地視察等）

・陸上競技場改修工事現場技術業務（令和元年度出来高部分払） ・需用費（消耗品費）

・その他工事（水道メーター設置、分電盤増設） ・有料道路通行料（先進地視察分）

・水道、下水道加入分担金

・し尿処理手数料、便槽高圧洗浄・消毒委託料

○附属施設等改修整備

・附属施設等改修工事（建築、機械、電気）

屋外トイレ新築工事、屋外倉庫新築工事、既存屋外トイレ改修工事、

管理棟改修工事、公共下水道接続工事 ■令和2年度への繰越事業

・附属施設等改修工事監理業務委託料 ・陸上競技場改修工事（令和2年9月完了予定）

・その他工事（管理棟機械警備装置改修、管理棟外壁等補修） ・陸上競技場改修工事現場技術業務（令和2年9月完了予定）

・工事設計業務委託料（フェンス設置工事、外周路補修工事）

・建築確認申請手数料（附属施設、競技備品格納用倉庫） 75千円

・図面作成業務委託料（競技備品格納用倉庫） 422千円

596千円 3,024千円

1,265千円

成
果
・
課
題

○日本陸連公認第3種陸上競技場整備に着手し、令和2年9月末の完成に向
け、工事を実施することができた。
○屋外トイレ、屋外倉庫、管理棟の改修工事が完成し、快適な利用環境を
整えることができた。
○リニューアル完了後は、適切な管理運営を行うとともに、市民利用や大
会誘致等、利用促進を積極的に推進する必要がある。

86,364千円

3,080千円 83,340千円

実質的な予算執行率 99.9%

591千円

123,711千円

118,273千円
参考

逓次繰越費を除いた最終予算額 193,046千円

473千円 4千円

・水道工事許可手数料 1千円 942千円

576千円 4千円

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

67,710千円 1,548千円

66,660千円 7千円

目
　
的

　峰山途中ケ丘公園陸上競技場を、日本陸連公認第３種陸上競技場
として整備することにより、第2次京丹後市スポーツ推進計画に掲
げる「スポーツ・レクリエーション環境の整備・充実」を推進する
とともに、スポーツを通じた交流人口の拡大、地域活性化を図る。

190,400千円

事 01 公園等指定管理運営事業 291,867千円

細
事

02
峰山途中ヶ丘公園陸上競技場ﾘﾆｭｰｱﾙ事業
【再掲】

主
な
財
源

市債

基本計画 27 多様な学びを支援する社会教育の充実

教育委員会事務局
項 04 都市計画費

192,969千円 279,410千円 86,441千円
予
算
科
目

款 08 土木費 本年度決算額 最終予算額

都市公園整備事業債（過疎対策債）

69.0 %

目 03 公園費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

生涯学習課
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成
果
・
課
題

　陸上競技場改修設計に必要な資材単価調査及び附属施設新築工事の設計
を行い、工事発注に向けた準備を進めた。

・陸上競技場改修整備工事資材特別単価調査業務 1,696千円

・附属施設新築工事基本設計及び実施設計業務 3,176千円

○委託料 4,872千円

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

○役務費 38千円

・建築確認申請手数料（附属施設新築）

4,800千円

事 01 公園等指定管理運営事業 9,658千円

細
事

02
峰山途中ヶ丘公園陸上競技場ﾘﾆｭｰｱﾙ事業
（繰越）【再掲】

主
な
財
源

市債

基本計画 27 多様な学びを支援する社会教育の充実

目
　
的

　峰山途中ケ丘公園陸上競技場を、日本陸連公認第３種陸上競技場
として整備することにより、第２次京丹後市スポーツ推進計画に掲
げる「スポーツ・レクリエーション環境の整備・充実」を推進する
とともに、スポーツを通じた交流人口の拡大、地域活性化を図る。

教育委員会事務局
項 04 都市計画費

4,910千円 9,658千円 4,748千円
予
算
科
目

款 08 土木費 本年度決算額 最終予算額

都市公園整備事業債（過疎対策債）

50.8 %

目 03 公園費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

生涯学習課
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